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1. 所属構成員等
教 授 五味治徳
准 教 授 新谷明一（4月〜11月）
講 師 八田みのり, 黒田聡一
助 教 白鳥沙久良
臨床研究生 新妻瑛紀
客 員 教 授 James E. Parker, 山崎長郎
非常勤講師 波多野泰夫, 鈴木康仁, 大滝正行, 千葉栄一, 松田哲治, 山本尚靖, 片桐慎吾, 近
藤隆一, 用丸英則, 海渡智義, 横山大一郎, 山田眞理, 原田光佑, 米澤弥生, 林
捷, 鈴木貴規, 大河雅之
大 学 院 生 藤島　伸
2. 研究テーマ
1) 口腔内スキャナー（IOS）の精度向上と臨床応用に関する研究  Evaluation of
accuracy in oral scanner．
2) CT画像からの3D FEMモデル製作システムの構築と標準化  FEM Model Construct
from CT．
3) CAD/CAMによる歯科診療の高品質化  Quality Control of Dental Treatment with
CAD/CAM．
4) アルミナ・ジルコニアセラミックスの生体材料における臨床評価  Clinical
Evaluation of Fine Ceramics as Biomaterial．
5) CAD/CAMによって製作されたクラウンの内面溝加工（MRG）を援用した接着強さ向上
に関する研究  Evaluation of bonding strength of CAD/CAM crowns with MRG．
6) ファイバー補強レジン補綴装置の設計と臨床評価  Design of Fiber Reinforced
Hybrid Composite for Prosthesis．
7) ファイバーポスト併用レジン支台築造のガイドラインの確立とそれらに付随する基
礎的研究  Development of Clinical Guideline for FRC Post and Core and
Basic Research of Post and Core Materials．
8) ショートファイバー補強コンポジットレジンの開発と臨床応用に関する研究
Development of short fiber reinforced composite materials．
9) 高強度CADブロックを利用したCAD/CAM冠の大臼歯臨床応用に関する臨床評価
Clinical evaluation of CAD/CAM resin crown for posterior．
10) オッセオインプラントのネジに対する力学的作用に関する研究  Mechanical
behavior of implant screw within mastication for implant structures．
11) チタン鋳造支台築造体の力学的評価  Mechanical behavior of post and core
made from cast titanium．
12) IPN熱可塑性レジンを用いたグラスファイバー補強コンポジットレジンの諸性質
Physical properties of glass-fiber-reinforced IPN (Interpenetrating
Polymer Network) thermoplastic composites．
13) CADブロックの機械的性質がクラウンに与える力学的影響  Mechanical behavior
of material properties on CAD blocks．
14) ラミネートべニア用接着性レジンセメントの諸性質  Optical and mechanical
properties of adhesive resin cement for veneer．
15) 歯質修復機能を付与した自己接着性レジンセメントの機械的性質と歯質に及ぼす影
響  Mechanical properties of self-adhesive resin cement with bioactive










メタルフリー補綴」, 東京, 2019年7月25日, 主催者：歯科補綴学第２講座，東京
都歯科医師会.
6. 国際交流状況
1) 新谷明一：フィンランド・トゥルク大学生体材料学講座（Dept. of Biomaterials
Science）のProf. Pekka Vallittu指導の下，Biomaterial and Medical Device
Reserch Programme にて博士を継続中．また，2020年2月はProf． Pekka






Biomaterials Science），同研究センター（TCBC, Turku Clinical Biomaterials
Centre）のProf. Pekka Vallittu, Dr. Lippo Lassilaの指導の下，グラスファイ
バーを用いた歯科生体材料に関する研究を継続中である．2020年2月にトゥルク大
学で行われた，3rd TCBC Midwinter Meeting に参加し，過去の共同研究を基に発
表を行い，学術交流を行っている．
7. 外部・学内研究費
1) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（C）, (継続), 2018
～2021年度, CAD/CAM製クラウンの脱離を防止する内面機械加工の開発, 新谷明一
(代表), 白鳥沙久良(分担), 4,420,000円, 2019年度, 1,300,000円
8. 研究業績
A. 著書
1. 五味治徳 (分担執筆) : Ⅱ章　高齢者とスポーツ, 29-31, 上野俊明，木本一成，
鈴木浩司，武田友孝，前田芳信，松本　勝，安井利一, 要説スポーツ歯科医学, 2
版, 医学情報社, 東京, 2020, ISBN 978-4-903553-79-5.
2. 八田みのり (分担執筆) : 第１章　クラウンブリッジの臨床, 1-9, 下村和弘，羽
村 章［編著］, 国試合格力養成！補綴歯科学の要点と解説, １版, 医歯薬出版株
式会社, 東京, 2020, ISBN 978-4-263-45848-8.
B. 原著
1) ＊新谷明一, 白鳥沙久良, 新妻瑛紀, 八田みのり, 勝沼昌太郎, 五味治徳, 新谷明
喜(7th) (7 authors): レヤリングポーセレンの種類と異なる表面処理方法がジル
コニアセラミックス(Y-TZP)の焼付強さに及ぼす影響, ◯接着歯学, 2019; 37(2):
35-41.
2) ＊Tarek A Omran, Sufyan Garoushi, Lippo Lassila, Akikazu Shinya, Pekka K
Vallittu: Bonding interface affects the load-bearing capacity of bilayered
composites , ☆◎Dent. Mater. J., 2019; 38(6): 1002-1011, doi:
10.4012/dmj.2018-304.
3) ＊Akikazu Shinya, Sakura Shiratori, Akinori Niitsuma, Minori Hatta: The
Effect of Three Different Impression Techniques on the Treatment Stress





1) 新谷明一, 北　大樹, 新妻瑛紀, 白鳥沙久良, 黒田聡一, 八田みのり, 五味治徳
(7th) (7 authors): 症例と対応　プライマー併用可能型セルフアドヒーシブレジ
ンセメントの特徴と臨床.歯学, 2019; 106(71): 94-97.
D. 報告（臨床・症例・研究・商業誌の総説や解説等）・紀要




2) Jan-Frederik Guth, Pascal Magne, 新谷明一: QDT International Article
CAD/CAM材料の歯との一体化について.QDT, 2019; 44: 48-61.
3) 新谷明一: 患者満足度を高める　審美歯科のQ&A32　美しさと機能性の共存を目指
して】(第1章)補綴　(Question 2)ファイバーポストコアの直接法と間接法の使い
分けを教えてください(Q&A/特集).DENTAL DIAMOND, 2019; 44(14): 14-17.
4) 大河雅之, 新谷明一: Digitally treated MI esthetic, ○日本臨床歯科学会雑誌,
2019; 6(1): 58-75.
5) 新谷明喜, 新谷明一: 臨床におけるCAD/CAMジルコニアセラミックスレストレー
ションの強度と精度を考察する(Part 1)　デジタル技術が支える補綴臨床の精度.














綴会誌, 2019; 11: 248.
https://www.knt.co.jp/ec/2019/jps128/pdf/shoroku3.pdf（参照2020年6月2日）.
4) Hatta M, Shinya A, Gomi H, Vallittu P, Lassila L. EFFECT OF PRIMING AGENTS
ON SHEAR BOND STRENGTH OF IPN
FIBRE-REINFORCED-COMPOSITE. ICP & EPA JOINT MEETING 2019 PROGRAM, 2019;
176. https://www.icp-conference.com/wp-content/uploads/2019/09/2019-
Amsterdam-Program-Book-Sept25edits.pdf（参照2020年6月2日）.
5) Shinya A, Niitsuma A, Shiratori S, Katsunuma S, Hatta M, Gomi H. EFFECT OF
CAVITY DEPTH ON BOND STRENGTH OF DIFFERENT TYPES OF





歯学, 2019; 37(3): 118. http://www.adhesive-
dent.com/meeting/file/meet_38_abstract.pdf（参照2020年6月2日）.
7) 新谷明一，新妻瑛紀，勝沼昌太郎，白鳥沙久良，藤島　伸，八田みのり，五味治

















1) 新谷明一: 高強度硬質レジンブリッジのArt & Science, 令和元年度日本補綴歯科
学会　東海支部学術大会・専門医研修会, 講演, 岐阜市 (2019年10月27日).
2) 講演会・研究会・研修会等での講演
1) 五味治徳: 専門医になるためには, 平成31年度研修歯科医学術講演会, 東京 (2019
年4月9日)．
2) 新谷明一: 学会誌を支える論文投稿・査読の留意事項, 日本臨床歯科学会研修会,
東京 (2019年5月15日)．
3) 新谷明一: 補綴装置の設計と理論およびそれらの接着術式, 日本臨床歯科学会東京
支部会第3回研修会, 東京 (2019年6月1日)．
4) 新妻瑛紀: 補綴診療における研究と臨床, 日本歯科大学歯学会大会・総会，学術講
演会, 東京 (2019年6月8日)．
5) 新谷明一: CAD/CAM補綴との付き合い方, 栃木県日本歯科大学校友会研修会, 宇都
宮市 (2019年6月30日)．
6) 八田みのり: これからの審美歯冠修復に向けて　−材料特性をふまえた臨床につい
て−, 東京都多摩連合日本歯科大学校友会学術講演会, 東京 (2019年7月6日)．
7) 五味治徳: 保険収載されているメタルフリーによる補綴治療, 茨城県保険医協会歯
科臨床研究会, つくば市 (2019年7月7日)．
8) 新谷明一: Current status and Future prospective of Fiber Reinforced
Composite, ジーシー社内講演会, 東京 (2019年7月10日)．
9) 五味治徳: 最近の歯冠補綴装置と装着材料－補綴装置装着のポイント－, 平成31年
度復職支援研修会, 東京 (2019年7月21日，9月29日)．
10) 五味治徳: メタルフリー歯冠修復材料による補綴治療の現状, 2019年度東京都歯科
医師会ポストグラデュエートコース, 東京 (2019年7月25日)．
11) 新谷明一: 口腔内スキャナーがもたらす未来と現在の到達点, 2019年度東京都歯科
医師会ポストグラデュエートコース, 東京 (2019年7月25日)．
12) 八田みのり: CAD/CAMクラウンの臨床術式, 2019年度東京都歯科医師会ポストグラ
デュエートコース, 東京 (2019年7月25日)．
13) 五味治徳: スポーツ歯学を学ぼう, 神奈川県日本歯科大学校友会学術講演会, 横浜
市 (2019年8月31日)．
14) 新谷明一: AI活用によるオンライン口腔健康度管理システムの構築, 令和元年度日
本歯科医学会プロジェクト研究中間発表会, 東京 (2019年9月26日)．





17) Minori Hatta: Fracture strength of fibre reinforced composite post
-Two different post designs and polymerization conditions-, 3rd TCBC
Midwinter Meeting, Turku, FINLAND (2020年2月6日)．
H. その他の出版物
1) 五味治徳，新谷明一，八田みのり，黒田聡一，白鳥沙久良，海渡智義: 歯冠補綴学
実習書, 日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学第2講座, 一世印刷株式会社, 東京,
2019, 五味治徳，八田みのり［編］.
